










「新しい生活スタイル」に関する障害のある方への配慮について

コロナ禍におけるＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について

　新型コロナウイルス感染症の拡大を予防するため、「新しい生活スタイル」の普及を促進していますが、障害
のある方の中には、感染防止を心掛けながらも、マスクの着用など「新しい生活スタイル」の実践が難しい場合
や、実践することによって新たな支障が生じている場合があります。
　障害の特性や、障害があるがゆえに困っておられることについて、まずは知っていただき、そして、あたたかな
声掛けや配慮によって、ウィズコロナの社会でも、誰もが安心して生活できるまちを作っていきましょう。

　ＤＶとは、「配偶者（事実婚・元配偶者を含む。）や恋人など親密な関係のなかで起こる暴力」のことです。
　コロナ禍においては、生活不安やストレス等によるＤＶ被害の増加や深刻化が懸念されています。
現状について、京都市ＤＶ相談支援センター（以下「市ＤＶセンター」という。）相談員に聞きました。

令和２年度上半期は昨年度と比較して20％の増加となっています。4、5月は特に、特
別定額給付金事業に関する証明発行の希望が多く、これまで市ＤＶセンターの存在を
知らなかった被害者の方が多くいらっしゃることが分かりました。

お気軽に御相談ください。同性の相談員が、あなたからの電話を
待っています。 市DVセンター相談室

（お子様と一緒に来所いただけます。）

被害者の方が必要とする手続に関する区役所への連絡や、弁護士相談の御案内、保
護命令関係手続のための裁判所への同行支援を行いました。

女性被害者からの相談を受け付けています。男性対象のＤＶ相談窓口として、ウィング
ス京都の「男性のためのＤＶ電話相談」があります。

コロナ禍でＤＶ相談は
増えましたか？

今日はどんな相談に応じましたか？

市ＤＶセンターは誰からの相談を
受け付けていますか？

例えば次のようなことで困っています…

　ヘルプマークは援助が必要な方のためのマークです。
　難病や内部障害の方、義足や人工関節を使用している方、妊娠初期の方など、
援助や配慮を必要としていることが外見からは分からない方がいます。
　このマークを見かけたら、電車内で席をゆずる、困っているようであれば声を掛
けるなど、おもいやりのある行動をお願いします。

感染防止対策
感覚過敏や手が不自由など障
害の特性によってマスクが着
けられない

障害特性を御理解いただき、手洗い、消毒、飛沫防止
シートの活用など、総合的な感染防止対策を！

お店や
店舗窓口などで

マスクで口の動きが見えないと
相手の話していることが分から
ない（聴覚障害）

筆談や指差しで意思を伝えられ
る図版（コミュニケーション支援
ボード）などの活用を！

接触確認アプリ・
キャッシュレス決済

ＱＲコードの掲示位置やスマー
トフォンをかざす場所が分か
らない（視覚障害）

声掛けやサポートを！

オンライン申請・
インターネット注文

インターネットを使えない 対面や電話・ＦＡＸでの対応などの配慮を！

働く場で
オンライン会議では他の人の
発言内容が分からない、会議
についていけない（聴覚障害）

音声を文字化したり、必要に応じてチャット機能を併用
するなどの工夫を！

京都市DV相談支援センター（女性被害者専用）
075-874-4971（月～土曜9:00 ～ 17:15）

男性のためのDV電話相談
075-277-1326（第2・4火曜19:00 ～ 20:30）

ＤＶをはじめとする
相談窓口等

システム構築の際は、視覚障害のある方のアクセシビリティにも御配慮を。

※その他にも様 な々事例を京都市情報館で紹介していますので、ぜひ御覧ください。 で新しい生活スタイル　障害理解 検索
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令和２年度  企業向け人権啓発講座 ※ 延期又は中止と判断する場合が
あります。

※対象は、京都市内企業等の経営者、人事・総務責任者、人権研修担当者等です。

参加費無料講座開催の御案内
〈お知らせ〉

京都市印刷物第023125号

編集後記
　今年は新型コロナウイルス感染症の世界的な流行や人種差別に対す
る抗議運動等により、様々な不安やお互いの違いから生じる差別や偏見
などの人々の間の分断が浮き彫りになる出来事が多かったように感じま
す。
　一方で、オンラインを活用した働き方や交流が一気に進み、人と人との
距離が急速に縮まる等、必ずしも悪いことばかりではありませんでした。
　様々な出来事に否応なく振り回されることもありますが、今のこの状況
が、今後、分断ではなく、互いの違いを認め合う、共に生きる社会へとつな
がっていくことを願っています。

講演  京都から、人権を考える～同和問題の視点から～
●日　　時 令和２年12月22日（火）午後２時～午後４時 ●定　　員 ６０名（先着順）
●会　　場 京都市男女共同参画センター ウィングス京都 セミナー室 ●講　　師 山本 崇記 氏（静岡大学人文社会科学部 准教授）

（中京区東洞院通六角下る御射山町２６２）　

講演  障害者差別解消法の見直しについて～法施行5年目 障害者を取り巻く状況と新たな課題

活動報告及び公演  第２６回ふしみ人権の集い ～人権文化のまちをひとりひとりの心から～

●日　　時 令和３年１月１４日（木）午後２時～午後４時30分 ●定　　員 １００名（先着順）
●会　　場 キャンパスプラザ京都 第１講義室（５階） ●パネルディスカッション

（下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町９３９）　 パネリスト： 瀨戸野 喜雄 氏（京都府障害者支援課（広域専門相談員））
●基調講演「障害者差別解消法の見直しについて」　 宮本 研二 氏（京都人権擁護委員協議会 高齢者・障がい者の人権擁護委員会委員長）
野澤 和弘 氏（植草学園大学 副学長・一般社団法人スロー
コミュニケーション代表・障害者政策委員会 委員）

村田 惠子 氏（京都頸髄損傷者連絡会会長　DPI女性障害者ネットワークメンバー）
コーディネーター：野澤 和弘 氏

●日　　時 令和３年２月２０日（土）午後１時～午後４時 ●第 １ 部 人権の集いからのメッセージ
●会　　場 京都市呉竹文化センター ホール

（伏見区京町南七丁目３５番地１）
●第 ２ 部 記念公演　『エイサーに思いこめて　沖縄の文化をつなぐ』

出演　大正沖縄子どもエイサー団の皆さん　

ホームページ「京都市情報館」トップページ（https://www.city.kyoto.lg.jp/）から画面上部
「暮らしの情報」→画面右下部「人権」→「企業啓発」→「企業向け人権啓発講座」を御覧ください。

申込
方法

申込書（開催案内の一部）に必要事項を記入のうえ、FAX（075-366-0139）でお送りいただくか、電子メール（jinken@city.kyoto.lg.jp）
に必要事項を記載して送信してください。申込書のダウンロード、詳細についてはホームページを御覧ください。（https://www.city.kyoto.lg.jp/
menu1/category/19-4-2-0-0-0-0-0-0-0.html）

＜法務省委託事業＞
人権総合情報誌　きょう☆COLOR vol.13 （発行 令和2年11月）
発行：京都市 文化市民局 共生社会推進室
☎075-366-0322　FAX075-366-0139
〒604-8101 京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町65　京都朝日ビル8階
URL https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/soshiki/6-2-3-0-0.html
この冊子はホームページでも御覧いただけます。また、区役所・支所、
市役所案内所などで配布しています。

この印刷物が不要
になれば「雑がみ」と
して古紙回収等へ!

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

シンポジウム

性の多様性について考えよう！
～自分らしさ　認め合う～

対象 京都市内在住又は通勤・通学している方
申込期間 令和２年１２月１日（火）～３１日（木）
申込方法 京都いつでもコール（年中無休、受付時間：午前８時～午後９時）
●電話　075-661-3755　お掛け間違いに御注意ください。
●FAX  075-661-5855　
●電子メール（送信フォームによる申込み）
パソコン : https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000012821.html
携帯電話 : https://www.city.kyoto.lg.jp/mobile/main/page/0000180068.html
※住所、氏名（フリガナ）、電話番号、同伴者数（１名まで）を明記してお申込みください。　
※託児（１歳以上就学前、人数と年齢も明記）、車椅子席、手話通訳、要約筆記、ヒアリング
ループ席を希望される場合、その旨をお申出ください。　※御来場は公共交通機関を御利用
ください。　※入場券は1月中旬に当選者のみに発送します。　※新型コロナウイルス感
染拡大の状況により、オンライン配信に変更することがあります。

オープニング：Yo-Yo-Juによる弦楽三重奏
基調講演： 風間 孝 氏（中京大学教養教育研究院 教授）
パネルディスカッション： ジュビレーヌ・イデアラ 氏（京都市交響楽団 コントラバス奏者）

村木 真紀 氏（NPO法人虹色ダイバーシティ代表）
山田 創平 氏（京都精華大学人文学部 教授）
村上 圭子（京都市副市長）

日　　時： 令和３年１月２５日（月）
午後１時３０分～午後４時３０分（開場は１時）

会　　場： 京都市男女共同参画センター ウィングス京都 
イベントホール（中京区東洞院通六角下る御射山町２６２）

定　　員： １４０人
 令和２年１１月１７日（火）～令和3年１月１８日（月）
【先着順】
 （公財）世界人権問題研究センターにて受付
（月～金、受付時間：午前９時～午後５時）

●電話　 ０７５-２３１-２６００　
お掛け間違いに御注意ください。

●FAX  ０７５-２３１-２７５０　
●電子メール　jinken@khrri.or.jp
※ 住所、氏名（フリガナ）、電話番号を明記し
てお申込みください。
※ 手話通訳、要約筆記、親子席、車椅子席、ヒアリングループを希望
される場合、その旨をお申出ください。
※ 企業向け人権啓発講座として受講される方は、本ページ上部の申
込方法で、お申込みください。

申込期間

申込方法

日時 令和3年1月30日（土） 午後2時～午後4時（開場は午後1時）
会場 ロームシアター京都サウスホール（左京区岡崎最勝寺町13）
定員 300人【申込多数の場合は抽選】

ヒューマンステージ・イン・キョウト２０２１

素敵な演奏をお楽しみください！

オンラインでの参加者も募集しています。【要事前申込み、定員200人】
詳しくはこちらを御確認ください！ 
https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000276469.html

個性を知るというコト
一ノ瀬文香とよしもと芸人による人権トークライブ

参加無料




